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 　会員のみなさんへ                                                          
         支部長　JA7OOO  佐藤　清秀
県内会員の皆様におかれましては、ＦＢにＨＡＭライフをお楽しみの事とお喜び申し上げます。

ＪＡＲＬを取り巻く環境は相変わらずの様で、会員減は止まる事もなく減り続け、県内の会員減も全国に比例し正員数は７００名を割ってしまいました。また、予算減によるＪＡＲＬニュ－スの季刊誌化や支部費の削減、さらに４月からは個人情報保護法がらみによるコ－ルブックのあり方等、難しい対応が迫られている様ですが、是非会員の為になる様な対策を検討してほしいものです。

最近海外、国内とも地震が多発しております。携帯だけでは対応出来ない状況もあります。実際にインド洋地震では、たまたまペディションに来ていた離島のＨＡＭと本土との間で非常通信を行い各方面から感謝されております。われわれも日頃よりリグ、アンテナの整備や電波状態の把握、いざという時戸惑わない様に日頃より電波を出しオペレ－トに慣れておきたいものです。また、毎年９月に実施している県総合防災訓練、その日の夜に行っている災害ロ－ルコ－ルへの協力をお願い致します。

　支部行事関係では「ハムの集い」をここ２年ほど秋に開催しておりましたが、従来の６月に開催する事としました。今年は「マリ－ナ秋田」で例年とは異なった雰囲気になるのではと期待しております。また、施設見学会はデジタル放送関係を考えておりますので、皆様の参加を心よりお待ちしております。

最後になりますが、今年は久しぶりに東北（仙台）でＪＡＲＬ総会が開催されます。記念局８Ｎ７ＪＡＲＬも運用開始しております。県内会員の皆様におかれましても記念局との交信はもちろんですが、総会、前夜際に参加していただき全国のＨＡＭと交流をはかるとともに総会を盛り上げていただきます様、ヨロシクお願いいたします。

皆様のご活躍を心よりお祈り申し上げます。

    ご挨拶

　　東北地方本部長　JA7AIW   山之内　俊彦　　　               　　
会員の皆様方おいては益々ご隆昌の事とお喜び申し上げます。

　日ごろＪＡＲＬ秋田県支部活動にご協力、ご尽力頂いております会員の皆様、登録クラブ各位そして支部役員の方々に心から御礼申し上げます。

　いま、ＪＡＲＬを取り巻く環境は会員数の減少により財政的にも、組織的にも厳しいものがあり、今年の秋には、ＪＡＲＬニュースを隔月配布から季刊（年４回）にする予定でおります。　昨今、コンピュータ関連の通信技術の発達はものすごい勢いで進んでおり、アマチュ

アバンドの2.4GHzでのパソコンのLANに使われ、433.92ＭＨｚにおける貨物の無線タグの使用、そしてPLCの再燃とアマチュアバンドも厳しいものがあります、しかしJARL は、アマチュア無線家の一番の目的であります、電波を出すということに関しては、バンド防衛、そして拡大、アマチュア無線のデジタル化の推進、新しい通信技術の推進に努めております。そして今年度は、1200ＭＨｚでのインターネットによりエリア以外でもQSOが可能なD-STARの実用段階に入りました。

　それから今年は東北大学で八木宇田アンテナが発明されてから８０年なるそうですが、JARLニュース等でお知らせのとおり、仙台で本年５月２９日に第47回JARLせんだい・杜の都総会が仙台で開催されます、皆様のご参加をお待ち申しあげておりますので、ご出席くださいますようお願い申し上げます。

　これからも秋田県支部の皆様の期待におえるべく努力する所存でおりますが、東北地方本部にもお力添えを賜りますようお願いいたしますとともに、秋田県支部の皆様のご活躍をお祈り申しあげ、ご挨拶といたします。

このごろのアマチュア無線
    県監査指導委員長　　JA7DCY  石川　和男      

　

皆様におかれましては益々ご隆昌のこととお慶び申し上げます。今年の第４７回ＪＡＲＬ通常総会は仙台市で開催されます。東北地方で総会が開催されるのは今後しばらくないと思われますので是非出席したいと考えています。あいかわらず会員数の減少が続いています。なんとか歯止めはないものでしようか。144ＭＨｚ帯を聴いているとどの周波数も空いているということが度々あります。違法局が少なくなったことは監査指導の立場からは良いことなのですが、まともなハムが少なくなって来たことはなんとも淋しいことです。携帯電話が普及してからハムが少なくなってきました。私は、春になりいくらか暖かくなってきたのでアンテナを上げたり下ろしたり、いろいろ試作したりでハムを楽しんでおります。携帯電話ではこんな楽しみ方はできないと思うのですが。今時代に合わなくなったのでしょうか。
　古いアマチュア無線の雑誌の記事に「自宅にいながら世界中と交信できる・・・」というような記事が思いだされます。今でも、線が無くてもストレートに相手につながる交信方法はアマチュア無線以外ないのです。まして自作のリグやアンテナから電波が出て行っていると考えるととても愉快じゃありませんか。また、最近のパソコン、インターネット、等の新しい技術を使った交信も一寸大げさですが科学の先端を行っているような気がして愉快です。アマチュア無線は趣味の世界です皆さん愉快に楽しみましょう。アマチュア無線はやっぱり「キング　オブ　ホビー」です。

　“ハムの集い ”
　
下記の通りハムの集いを開催致しますので、各局多数お誘い合わせの上ご参加下さい。

１.　日　時　：　平成17年6月12日（日） 10:00～15:00

２.　場　所　：　「マリ－ナ秋田」

〒011-0911

秋田市飯島字堀川118番

TEL 018-847-1851

３.　内　容　：

　　


　アイボ－ルＱＳＯ・ミニＦＯＸハンティング(144MHz)・ジャンク市

公開運用（JA7RL）・ＳＳＴＶ実演・船舶見学等

４． その他　：

ミニFOXハンティングに参加希望の方は当日会場にて受付ますが、

144MHz受信機を準備下さい。また、JA7RLを運用希望の方は従事者

免許証とJARL会員証を持参下さい。

問い合わせ等は支部長（JA7OOO）まで！

「施設見学会」のおしらせ

今年の施設見学会は、10月にＮＨＫ放送局にお願いしてデジタル試験放送の見学を予定

しております。詳細については決定しだい、ＪＡＲＬニュ－ス、ＣＱ誌、秋田県支部の

ホ－ムペ－ジ等でお知らせしたいと考えておりますのでヨロシクお願いいたします。 

平成16年度 業務報告

	行　　事
	実施日
	開催場所

	「電波の日」記念運用
	    H16.06.20
	雄和町

	役員・委員・ｸﾗﾌﾞ代表者会議
	        07.11
	秋田市

	秋田県支部報発行
	        08.30
	　

	秋田県総合防災訓練
	        09.01
	横手市

	災害ﾛｰﾙｺｰﾙ
	        09.01
	　

	第18回ｵｰﾙ秋田ｺﾝﾃｽﾄ
	09.18～09.19
	　

	秋田県ARDF競技大会
	       09.26
	　

	施設見学会
	       10.03
	県防災ｼｽﾃﾑ

	御殿まり記念運用(JA7RL/7)
	10.30～11.03
	本荘市

	ハムの集い
	       11.07
	秋田市

	各委員会・役員会
	       12.12
	　

	第14回ｵｰﾙ秋田QSOﾊﾟｰﾃｨｰ
	   H17.01.02
	　

	臨時役員会
	       01.30
	秋田市

	役員・委員・ｸﾗﾌﾞ代表者会議
	       03.13
	秋田市

	　
	　
	　

	秋田全市全郡賞・ACA賞受付発行
	随　時
	　


平成17年度 業務計画  

	行　事
	実施日
	開催場所

	秋田県支部報発行
	     H17.05.10
	　

	「電波の日」記念運用
	         06.01
	　

	役員・委員・ｸﾗﾌﾞ代表者会議
	         06.11
	秋田市

	ハムの集い
	         06.12
	マリ－ナ秋田

	秋田県総合防災訓練
	         09.01
	大館市

	災害ﾛｰﾙｺｰﾙ
	         09.01
	　

	第19回オ－ル秋田コンテスト
	  09.17～09.18
	　

	秋田県ARDF競技大会
	         09.04
	　

	施設見学会
	         10.02
	ＮＨＫ

	御殿まり記念運用(JA7RL/7)
	  10.29～11.03
	由利本荘市

	各委員会・役員会
	         12.11
	秋田市

	第15回ｵｰﾙ秋田QSOﾊﾟｰﾃｨｰ
	    H18.01.02
	　

	役員・委員・ｸﾗﾌﾞ代表者会議
	        03.12
	秋田市

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	秋田全市全郡賞受付発行
	随　時
	　


【災害対策委員】

本年度の秋田県総合防災訓練は大館市において、9月1日に開催されます。

　それに伴い、県支部では毎年恒例になりました「災害ロールコール」を下記日程で行いますので、ご参加ください。災害時におけるアマチュア無線の重要かつもっとも有効な役割を再認識するため、各局ふるってお声がけのほど、お願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「災害ロールコール」

時間　：　9月1日（水）20：00～

周波数：　145.50MHZ  

＊秋田市内から送信しますので、通常の交信と同様にコールください。参加者には抽選で粗品を進呈いたします。

平成16年度決算報告書

	　　　
	　
	科　目
	Ｈ16予算額
	　
	H16決算額
	　

	前期繰越高
	0
	　
	8,694
	　

	
	　
	支部費
	302,800
	　
	302,800
	　

	収
	　
	賞典収入
	3,000
	　
	11,000
	　

	
	　
	寄付金収入
	　
	　
	0
	　

	
	　
	受取利息
	　
	　
	0
	　

	入
	　
	雑収入
	　
	　
	14,000
	　

	
	　
	小計
	305,800
	　
	327,800
	　

	
	　
	会議費
	30,000
	　
	62,718
	　

	支
	　
	催物費
	110,000
	　
	113,195
	　

	
	　
	渉外費
	0
	　
	0
	　

	
	　
	通信費
	0
	　
	11,550
	　

	
	　
	交通費
	0
	　
	0
	　

	
	　
	消耗品費
	0
	　
	315
	　

	
	　
	支部報発行費
	150,000
	　
	115,795
	　

	出
	　
	コンテスト費
	13,000
	　
	9,420
	　

	
	　
	賞典費
	2,000
	　
	2,520
	　

	
	　
	非常通信費
	0
	　
	10,800
	　

	
	　
	事務印刷費
	0
	　
	800
	　

	
	　
	雑費
	800
	　
	0
	　
　

	
	　
	小計
	305,800
	　
	327,113
	

	次期繰越高
	0
	　
	9,381
	　


【2004年度　JARL秋田県支部アワード　発行状況】
全市全郡賞　　　　　　　　　　　　　 ９枚　(　758～766　)
秋田町村アワード（ＡＣＡ）　　　　　12枚　(　362～373　)
秋田町村アワードにつきましては　2005年３月31日をもって終了させていただきま
した。（町村合併等により）なお、カードが未着のため申請できなかった方にはもう
しばらくの間　発行したいと思います。（最終交信日が秋田県内の第１合併が行なわ
れた、2004年11月1日より前のものに限り受けつけます。）
全市全郡については申請時点の全市全郡します。カードの記載は旧町村名でも　申
請時点の市郡として見とめます。
申請　問い合わせは　　JARL秋田県支部　アワード担当幹事　　　

ＪＦ７ＵＩＷ　松橋　密　　　〒010-0976　秋田市八橋南一丁目11番10号
　　　jf7uiw@jarl.com　（問い合わせは原則としてメールでお願いします。）

平成17年度予算案

	　
	　
	科　　目
	H17予算額
	　

	前期繰越高
	0
	　

	
	　
	支部費
	288,000
	　

	収
	　
	賞典収入
	0
	　

	
	　
	受取利息
	　
	　

	入


	　
	雑収入
	　
	　

	
	
	
	

	小計
	　
	　288,000
	　

	
	　
	会議費
	40,000
	　

	支
	　
	催物費
	110,000
	　

	
	　
	渉外費
	0
	　

	
	　
	通信費
	0
	　

	
	　
	交通費
	0
	　

	
	　
	消耗品費
	0
	　

	
	　
	支部報発行費
	120,000
	　

	出
	　
	コンテスト費
	15,000
	　

	
	　
	賞典費
	2,000
	　

	
	　
	非常通信費
	0
	　

	
	　
	事務印刷費
	0
	　

	
	　
	雑費
	1,000
	　

	
	　
	支部大会費
	0
	　

	小  計
	　
	　
	288,000
	　


【第19回オール秋田コンテスト】

※今回から規約が大きく変わっていますので以下を熟読頂き間違いの無い様にお願いします

日　　時　

9月17日（土）21:00～23:00

　　　
9月18日（日）06:00～12:00

※バンド毎の時間指定はありません

参加資格　

国内のアマチュア局とＳＷＬ

部門・種目・コード　

2種目へのエントリー可、2部門は不可、QRPは出力5w以下、ｼﾞｭﾆｱは開催日満18歳以下

	部門 
	種　　　目
	コ　ー　ド

	
	
	秋田県内
	県　外

	電信電話
	SOPﾏﾙﾁﾊﾞﾝﾄﾞ

SOP HFﾏﾙﾁﾊﾞﾝﾄﾞ

SOP V･U･SHFﾏﾙﾁﾊﾞﾝﾄﾞ

SOP QRPﾏﾙﾁﾊﾞﾝﾄﾞ

SOP 144/430ﾃﾞｭｱﾙﾊﾞﾝﾄﾞ

SOPｼﾞｭﾆｱﾏﾙﾁﾊﾞﾝﾄﾞ

MOPﾏﾙﾁﾊﾞﾝﾄﾞ

SWL

SOP 1.9MHzﾊﾞﾝﾄﾞ

SOP 3.5MHzﾊﾞﾝﾄﾞ

SOP   7MHzﾊﾞﾝﾄﾞ

SOP  14MHzﾊﾞﾝﾄﾞ

SOP  21MHzﾊﾞﾝﾄﾞ

SOP  28MHzﾊﾞﾝﾄﾞ

SOP  50MHzﾊﾞﾝﾄﾞ

SOP 144MHzﾊﾞﾝﾄﾞ

SOP 430MHzﾊﾞﾝﾄﾞ

SOP1200MHzﾊﾞﾝﾄﾞ

SOP2400MHz & up
	ASMC

ASHC

ASVC

ASQC

ASDC

ASJC

AMMC

ASWL

AS1.9C

AS3.5C

AS7C

AS14C

AS21C

AS28C

AS50C

AS144C

AS430C

AS1200C

AS2400C
	GSMC

GSHC

GSVC

GSQC

GSDC

GSJC

GMMC

GSWL

GS1.9C

GS3.5C

GS7C

GS14C

GS21C

GS28C

GS50C

GS144C

GS430C

GS1200C

GS2400C

	電話
	SOPﾏﾙﾁﾊﾞﾝﾄﾞ

SOP HFﾏﾙﾁﾊﾞﾝﾄﾞ

SOPｼﾞｭﾆｱﾏﾙﾁﾊﾞﾝﾄﾞ

MOPﾏﾙﾁﾊﾞﾝﾄﾞ

SOP 3.5MHzﾊﾞﾝﾄﾞ

SOP   7MHzﾊﾞﾝﾄﾞ

SOP  14MHzﾊﾞﾝﾄﾞ

SOP  21MHzﾊﾞﾝﾄﾞ

SOP  28MHzﾊﾞﾝﾄﾞ
	ASMP

ASHP

ASJP

AMMP

AS3.5P

AS7P

AS14P

AS21P

AS28P
	GSMP

GSHP

GSJP

GMMP

GS3.5P

GS7P

GS14P

GS21P

GS28P


※各ﾊﾞﾝﾄﾞの使用周波数はJARLコンテスト規約・総務省公示による(1.9MHz帯は1.9080～1.9120)

呼　　出　

電信「CQ AT TEST」 電話「CQオール秋田コンテスト」移動局・県内局・QRP局は自局の呼出符号送出時にその旨明確にする。移動局・QRP局と交信した局はログコールサインに付記する

交信相手局　

県内局：県内を含む全国の局

県外局：秋田県内の局

コンテストナンバー　

県内局：RS(T)＋表１の市町村略号。県外局：RS(T)＋都道府県支庁番号

得　　点　

完全な交信1点。※同一バンド同一交信局でもモードが違えば電信電話各々得点計上可。同一バンド同一モードでの重複交信は不可

マルチプライヤー　

県内局：秋田県内の異なる市町村及び都道府県支庁　県外局：秋田県内の異なる市町村

※モードが違っても同一バンドでは1回のみの計上

総 得 点　

(各バンドの得点の和)×(各バンドのマルチの和)

注意事項　

県内局のみ登録クラブ対抗部門有り(SOPでは得点の高い1種目のみ、クラブで運用するMOP1局も集計)　上空・海上移動・レピータ使用は不可。移動は種目毎同一地点とし移動地を、ジュニアは生年月日を、MOP･ゲストOPの場合は運用者の呼出符号･氏名･資格をサマリーに記載。1バンド100局以上の場合はモード別重複確認資料を添付。

提出書類　

1.JARL形式かこれに準じたログ･サマリー(2種目の場合はサマリー2枚)　2.重複確認資料(必要な方)　3.結果冊子希望者は90円切手を貼り返信住所氏名を書いた長型3号封筒を同封


※E-mailでの提出可(JARL電子ログ要項に準ずるか、ワード・エクセルにより読み込み可でJARL書式に準ずるもの)

締　切　

10月14日（金）消印有効

提出・問合せ先　

〒015-0013　秋田県由利本荘市石脇字田尻野10-265　　佐々木　敏範　E-mail：jh7ouw＠jarl.com

(郵便での問合せはSASEで)

［表１］秋田県内市町村略号

秋田市AK　能代市NS　大館市OD　横手市YT　男鹿市OG　湯沢市YZ　鹿角市KZ　由利本荘市YH　潟上市KM　大仙市DS　北秋田市NA　●雄勝郡：羽後町UG　東成瀬村HN　●北秋田郡：上小阿仁村KA　●鹿角郡：小坂町KG　●仙北郡：角館町KD　田沢湖町TZ　美郷町MS　西木村NK　●平鹿郡：大森町OR　雄物川町OK　十文字町JJ　平鹿町HK　増田町MD　山内村SN　大雄村TY　●南秋田郡：井川町IK　八郎潟町HR　五城目町GJ　大潟村OO　●山本郡：八森町HM　八竜町HD　藤里町FS　山本町YM　琴丘町KT　二ツ井町FT　峰浜村MH　●由利郡：金浦町KU　象潟町KK　仁賀保町NH　(全40市町村)

【第15回ＶＵオール秋田ＱＳＯパーティー規約】

毎年お正月の恒例行事として定着している「ＶＵオール秋田ＱＳＯパーティー」がおかげさまで

今回１５回目の開催となります。皆様の参加を心よりお待ち申し上げます。
開催日時　
　　2006年1月2日（月）　09:00～21:00

周波数　　　　50MHZ帯以上

参加資格　　　秋田県内で運用するアマチュア局とＳＷＬ

＊JARL主催のQSOパーティーに併設して実施します。

参加部門　　　　
	部門
	コード
	部門
	コード

	SOPマルチバンド
	フルタイム
	FSM
	SOP1200MHZ
	フルタイム
	F1200

	SOPデュアルバンド（144･430MHZ）　　　
	フルタイム
	FD
	
	ハーフタイムA
	A1200

	SOP50MHZ
	フルタイム
	F0050
	
	ハーフタイムB
	B1200

	
	ハーフタイムA
	A0050
	SOP2400MHZ
	フルタイム
	F2400

	
	ハーフタイムB
	B0050
	
	ハーフタイムA
	A2400

	SOP144MHZ
	フルタイム
	F0144
	
	ハーフタイムB
	B2400

	
	ハーフタイムA
	A0144
	SOP5600MHZ以上
	フルタイム
	F5600

	
	ハーフタイムB
	B0144
	
	ハーフタイムA
	A5600

	SOP430MHZ
	フルタイム
	F0430
	
	ハーフタイムB
	B5600

	
	ハーフタイムA
	A0430
	MOPマルチバンド
	フルタイム
	FMM

	
	ハーフタイムB
	B0430
	SWLマルチバンド
	フルタイム
	FSWL


· 電信電話のみで運用時間帯により次の通り区分する。

〈Ｆ〉フルタイム　09:00～21:00　〈Ａ〉ハーフタイムＡ　09:00～15:00　〈Ｂ〉ハーフタイムＢ　15:00～21:00

· ハーフタイムはシングルバンドのみ

· SOPとは、すべての操作を1人で行う参加形態をいい、ゲスト運用も可（シングルオペレーター）

· MOPとは、SOPに該当しない参加形態で、どのような内容であっても他人の助けを借りた場合はＭＯＰとする（マルチオペレーター）＊MOPはマルチバンドのみ
呼出方法・コンテストナンバー　

QSOパーティー規約に順ずる。

CQニューイヤーパーティ・CQ NYP・RS(T)+OP名（又はオペレーター名を表わすもの）

交信相手局　

秋田県内を含む全国のアマチュア局

得　点　

1交信（SWLは受信）1点

マルチプライヤー　

交信相手局のラストレター〈最大26文字〉

総得点

（各バンドの得点の和）×（各バンドのマルチプライヤーの和）

注意事項および禁止事項　

＊登録クラブ対抗は、秋田県支部登録クラブのみとし、サマリーシートの所定欄に記入されたものを集計する

＊1バンドの交信局数が100局を超えた場合、重複チェックシートを提出する（形式自由）

＊参加中の運用場所の変更は禁止

＊MOPの場合は運用者の氏名と資格をサマリーシートに記入する

＊FM呼出周波数の使用は禁止しないが、10分以上の間隔を取ること（頻繁なCQは出さないこと）

＊その他はJARLコンテスト規約に順ずる

提出書類　

JARL制定のサマリーシート・ログシート・重複チェックシート（必要な局）、結果冊子等希望の場合90円切手を貼り返信住所と氏名を書いた長形3号封筒を同封のこと

提出締め切り　

1月23日（月）消印有効

提出先　

〒011-0904 秋田市寺内蛭根1-8-8　京極　真  JL7AIA

電子ログ　

JARL形式（EMなど）を受け付けます。アドレスjl7aia@jarl.com

問い合わせ先  

SASEかE-mailで上記アドレスまで        

＊本パーティーのみに書類を提出しても、JARL主催QSOパーティーに参加したことにはなりません。

また、書類の記入方法は異なります。

失格　

電波法令に違反した場合、提出書類に不備があった場合、同一人の2部門以上の書類提出、書類提出の期限遅れ、同一バンドで重複交信が2%以上あり、かつ得点としている場合、その他ルール違反があった場合

賞　

当支部表彰規定により表彰。全員に参加証をビューロー経由で贈ります。

結果発表　

JARL NEWSほか

【ＡＲＤＦ委員会】

　　　
今年の秋田県大会は９月４日（日）の開催予定です。まだ開催場所は決定しておりませんが、開催に向けて準備中です。

　
昨年、岡山県で全日本大会が開催され、支部対抗部門では秋田県が第一位、高等学校対抗部門では大曲工業高校が第一位

でした。全日本大会で審判長を務めましたＪＲ４ＸＥＹ大崎ＯＭ、大会役員のＪＦ４ＱＫＤ林ＯＭ両氏から大会終了後に

電話を頂き、「秋田での全日本大会にスタッフで参加させて頂いた経験が役に立ちました。皆さんによろしくお伝え下さい。」

と伝言がありました。また、今年の９月には日本で初めてとなる、Ｒｅｊｏｎ３ＡＲＤＦ選手権大会が開催されます。

　
ＪＮに負けないように他のクラスの皆さんの参加を期待しております。

ＪＡＲＬ登録クラブ

【 地域クラブ 】


04-1-1
秋田アマチュア無線クラブ（ＪＨ７ＹＦＫ）

04-1-13
大潟アマチュア無線クラブ（ＪＡ７ＺＪＷ）



04-1-4
十和田八幡平アマチュア無線クラブ（ＪＨ７ＹＮＭ）
04-1-14   雄和町アマチュア無線クラブ（ＪＡ７ＹＷＹ）


04-1-6
アマチュア無線男鹿クラブ（ＪＡ７ＺＶＫ）

04-1-15   横手アマチュア無線クラブ（ＪＨ７ＺＸＲ）


04-1-9
本荘アマチュア無線クラブ（ＪＲ７ＹＨＦ）

04-1-18   もりよしアマチュア無線クラブ（ＪＡ７ＺＴＥ）


04-1-12
能代アマチュア無線クラブ（ＪＡ７ＺＧＣ）




【 学校クラブ 】


04-2-4    大曲工業高校無線部（ＪＡ７ＹＢＱ）

04-2-6    秋田高専電気部


【 職域クラブ 】


04-3-6八木電子アマチュア無線クラブ（ＪＡ７ＺＢＣ）
04-3-7   秋田市役所アマチュア無線クラブ（ＪＨ７ＺＧＫ）


【 特殊クラブ 】

04-4-2
鳥海モービルハムクラブ


04-4-19   秋田県アマチュア無線アクティビティ協会


04-4-4
ＡＤＸＡ



04-4-20   大曲工業高校ハムクラブ（ＪＲ７ＺＭＸ）


04-4-7
秋田コンテストクラブ（ＪＨ７ＹＰＧ）

04-4-23   ボーイスカウト秋田第一団ｱﾏﾁｭｱ無線ｸﾗﾌﾞ（ＪＥ７ＹＨＩ）


04-4-12
コミニケーションハムクラブ（ＪＨ７ＹＪＦ）
04-4-24   秋田県和文電信同好会


04-4-25
本荘ハイソサェティーアマチュア無線クラブ（ＪＥ７ＹＡＩ）


04-4-26   
千秋アマチュア無線倶楽部（ＪＥ７ＹＮＭ）


※　従来掲載していたクラブ代表者及び連絡者の氏名等は、個人情報保護法を考慮し掲載を見合わせましたのでご了承願います





ＪＡＲＬ秋田県支部  役員・委員
 eq \o\ad(支部長,　　　　)

JA7OOO
佐藤  清秀

副支部長

JA7SOK
渡辺　和弘

会　　計

JA7KAV
佐藤  悦紹

 eq \o\ad(幹事,　　　　)

JA7DWU
斎藤  雅則


〃
JA7OVC
秋永　健次


〃
JA7QFT
佐藤  史則


〃

JA7RUM
森川  由一

  
〃

JA7STA
川辺  信夫


〃
JH7QFP
武塙竹千代

  
〃

JH7XGN
古川  克巳


〃

JE7REC
三浦  重弥


〃
JF7UIW
松橋    密

  
〃

JM7TNI
富樫  忠尚

コンテスト委員


委員
JH7OUW   佐々木敏範


〃
JR7ABN　 杉山  典雄


〃
JE7SMR
成田  昭子


〃
JI7OED
珍田  一人


〃
JL7AIA
京極    真



〃
JM7EPG
鈴木　　茂

ＡＲＤＦ委員

委員
JE7REC
三浦　重也


〃
JA7JPK
斎藤  邦弘


〃
JR7FEH
菊地  幸彦


〃
JF7KPF
佐藤    稔


〃
JK7OVN
伊藤たづ子


〃
JL7BJL
鈴木　　保

災害対策委員会


委員
JR7KIC
松橋    亘


〃　

JK7VPL
村山  久尚

監査指導委員会


委員長
JA7DCY
石川　和男


委員
JA7AGL
相沢　喜弥

〃
JA7CXP
大里　哲三

〃

JA7LDH
袴田　裕一

〃

JH7IOE
石岡    悟

〃

JH7KZD
伽羅谷政男

〃

JH7RYH
冨野  昭雄

〃

JH7OVC
佐藤　正則

〃

JH7SHG
御所野正義

〃

JG7TSL
松橋  光雄



※各監事、委員及び監査指導委員につきましては、本人の了承を得た方のみコ－ルサイン、氏名を掲載しました。   



ＪＡＲＬ秋田県支部   事務局


　　　　（支部規定第３条により支部長宅に設置）  
今年は


マリーナだよ～！
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